
ホームページ

過去の病院だよりをホームページでご覧いただけます。

http://www.chutoen-hp.shizuoka.jp/

中東遠 検索

〒436-8555
掛川市菖蒲ヶ池1番地の1

TEL 0537-21-5555

病院だより「きんもくせい」は、中東遠総合医療センター、掛川・袋井両市役所及び一部の市内公共施設にて無料で配布しております。

病院だより

vol.68
平成31年
1月号

掛川市・袋井市病院企業団立
中東遠総合医療センター

スマートフォン・タブレットからアクセスする際にはQRコードをご利用ください

　新年明けましておめでとうございます。 　
　皆さまにおかれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、日頃よ
り当院の運営に対し多大なるご理解とご協力を賜り、心からお礼申し上げます。 
　さて、昨年は開院 5周年を迎え、中東遠総合医療センターの設置にご尽力された関係者をは
じめ名古屋大学や浜松医科大学、 地域医療関係者など多くの皆さまのご臨席の下、無事に開院

5周年記念式典を開催することができました。今後も全国初の統合病院の意義をあらためて心に刻み、市民の皆さ
まから信頼される病院を目指し全力で取り組んでまいります。
　当院は、これまで救命救急センターとして一刻を争う脳卒中や心筋梗塞、急性期疾患へ対応するため救急医療の
充実に力を注いでまいりましたが、本年はそれらに加え、静岡県がん診療連携推進病院の指定を目指し、手術をは
じめ化学療法（抗がん剤）、放射線治療など、各診療科の域を超えた最良のがん治療に取り組んでまいります。さらに、
昨年開設した「がん相談支援セ ンター」、「緩和ケア外来」を一層活用し、がん治療や生活への不安に対するケア
にも積極的に関与してまいります。今後益々重要性が高まる予防医療の分野においても、がんの早期発見が期待で
きるPET-ＣＴやトモシンセシスを搭載した最新のマンモグラフィー装置を備えた人間ドック・健診センターとして、皆
さまの健康を守るための挑戦を続けていきたいと考えております。 　
　この新しい年が皆さまにとって良き年となりますよう心より祈念いたしまして、年頭の挨拶と
させていただきます。

掛川市及び袋井市をはじめとする中東遠地域の基幹病院として、
すべての人に質の高い医療を提供し、愛され、信頼される病院を目指します

新年のご挨拶

企業長・院長　宮地 正彦



看 護 部 通 信
病院に関わるすべての人を感染から守るために

▲感染対策が適切に実施されているかチェックする様子

▲職員一同

　当院では、病院全体で感染対策に力を入れています。そこで、今回は当院で働く感染管理認定看護師の紹介を
します。
　感染管理認定看護師の役割は、専門知識をもとに、施設の状況にあった効果的な感染管理プログラムを構築

し、患者さまや職員など病院に関わる全ての人を感染から守ることです。日々
の活動は、院内の感染症の検出状況の確認、感染対策チームとともに各部署
の巡視と指導、感染管理に関する教育活動、職業感染防止対策の周知など多
岐に渡っています。各部署の巡視と指導は、部署の感染性医療廃棄物などの
ごみ箱をチェックしたり、実際に看護師に手洗いをさせ正しい手洗い方法を指
導しています。また、院内の職員は手指消毒液を携帯し「一処置、一手洗い」
を心がけて仕事をしています。
　感染管理は、職員に感染対策の教育を行い、患者さまが感染症による合併
症を起こさず、適切な治療を受けられるようにすることを目標にしています。
　今後も中東遠地域の皆さまにとって、安心して通院や入院のできる場所とな
るように感染対策に取り組んでまいります。

感染管理認定看護師　斎藤ちはる

緑内障と点眼治療
眼科 診療部長

土屋 陽子 医師

No.68

　明けましておめでとうございます。本年も、皆さまにとって良い1年になることをお祈り申し上げます。
　さて、今年の目標は立てましたか？私は毎年同じような目標で、進歩のない自分に新年から反省しています。ど
んな小さなことでも継続するということは、それだけでも歴史になっていきます。
　眼科の中で継続治療が大切なのが、緑内障という病気です。緑内障は視神経が障害され、それに伴い視野が
悪化します。緑内障の怖いところは、進行していても自覚症状に乏しく、徐々に進行し失明する可能性もあること
です。残念ながら治すことはできないため、進行を遅らせて視機能（視力や視野）を維持することが治療の目標に
なります。
　治療の基本は点眼で眼圧を下げることです。しかし、点眼をしても「よくなった！」と実感するわけではなく、定期
的な眼圧検査や視野検査で、進行していないかを確認していく地道な治療です。よくなった実感を伴わない治療
を継続していくのは、モチベーションも保ち
にくく本当に大変なことです。
　しかし、毎日の点眼や定期的な通院という
小さな積み重ねが、10年後20年後には必
ず視機能という結果で表れます。平均年齢
も80歳を超え、人生100年時代です。いつ
までも元気で趣味を楽しんだり、美しい景色
を見たり、気のおけない方たちと過ごせるよ
うに、日々の小さな治療を積み上げていきま
しょう！ご自分の病気を理解し、積極的に治
療に参加していただくために、不安や疑問な
どありましたら、担当医にご相談ください。

眼科



当日は、がん相談支援センターについても紹介します。 11月の
診療実績

1日あたりの患者数
入    院
外    来

421人
1,221人
83.2%
99.0%
84.2%
9.4日
382件
1,409人
480件

紹 介 率
逆 紹 介 率
病 床 利 用 率
平 均 在 院 日 数
手 術 件 数
救命救急センター受診者数
救 急 搬 送 件 数

人間ドック健診施設機能評価で施設認定されました

▲診療放射線技師がマンモグラフィーに
　関する説明を行いました

午後の乳がん検診について、スマートフォン・タブレットから
アクセスする際にはQRコードをご利用ください。

　人間ドック健診施設機能評価とは、第三者が評価を行うことで、質の向上・改善を促進し、受診者の皆さまが安
心して質の高い健診を受けられることを目的としています。「施設運営のための基本的体制」「受診者の満足と安心」
「人間ドック健診の質の確保」の 3 つの領域で、
約 100 項目にわたり総合的に審査されます。主
な内容として、医師や看護師、放射線技師など
スタッフの体制の充実、医師から当日に結果説
明を受けられる、管理栄養士や保健師が生活習
慣の指導や相談に対応している、など当院はす
べての項目において評価基準を満たすことがで
きました。
　今後も、疾病の早期発見と予防医療に努め、
地域の皆さまに安心して受診していただけるよう
スタッフ一同取り組んでまいります。

　ジャパン・マンモグラフィーサンデーとは、認定NPO法人J.POSH(日本乳がんピンクリボン運動)が全国の医療機
関に｢10月第３日曜日に乳がん検診実施を！｣と呼び掛け、子育て・介護・仕事など多忙な平日を過ごす女性が日曜日に
乳がん検診を受診できるようにする全国的なイベントです。 　

　当院は賛同医療機関として初めて参加し、当日は20代から70代までの42名が受
診されました。受診者の約半数が、初めて乳がん検診を受けられ「日曜日の検診は仕
事を休まなくてもいいから助かる」「来年も続けてほしい」などの声が聞かれました。
　来年度も、ＪＭＳの開催を予定しています。なお詳しい情報は、当院のホームページ
等で夏頃にお伝えします。
　また人間ドック・健診センターでは、平日の午後に乳がん検診を実施していますの
で、ぜひご利用ください。

JMS(ジャパンモグラフィーサンデー)を開催しました
日曜日に乳がん検診が受けられる

第25回　医療市民講座 in 袋井

その他 参加費無料・申込不要・200名（先着）　
直接会場にお越しください

問合せ 中東遠総合医療センター　経営戦略室
TEL 0537-21-5555(代)

日　時 2月16日（土）　午前10時～正午
場　所 袋井市総合センター　

4階大会議室（袋井市役所の南側）
試験日 第1次試験　1月26日（土）

第2次試験　2月  6日（水）
採用日 平成31年4月1日演題①「脳卒中の予防と治療について」

講　師 梅津 正成 医師（脳神経外科診療部長）

演題③「皆さまの健康づくりのお手伝い
　　　～あなたに合った人間ドック～」

講　師 石田 佳子 看護師
（副看護部長兼人間ドック・健診センター副センター長）

演題②「難治・進行消化器がんへの挑戦」
講　師 京兼 隆典 医師（消化器外科診療部長兼医務局長）

事務職員（一般・障がい者）を
募集しています

◆詳細はホームページを
　ご覧ください。
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